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低侵襲医療のためのものづくり “小さく、少なく、正確に”

さらに“柔らかく” 柔らかなマイクロマシンの提案と事例

術具を“小さく”

標的を正確に把握 Ⅰ

採取量を少なく

超微量血液分析装置

地域イノベーションプログラムグローバル型
（しが）成果（経産省課題解決型で展開中）

分離チップ

分注チップ

分析チップ
カートリッジ（装置内部）

探索装置×穿刺器

デスクトップ型試作器

地域イノベーションプログラムグローバル型（しが）成果

粘膜層を観察しながら腫瘍を切除

可能な内視鏡医療補助デバイス

←柔らかいので先端に搭載可能

＜内視鏡補助ツールⅡ＞
（ESDレトラクタ）

＜内視鏡補助ツールⅠ＞
（術野形成トラクタ）

柔らかい！ 操作システム

ヒューマン
インタフェース

＜眼球内医療ツール＞
（細胞シート移植）

直径2㎜程度の中空針の中から出入り

可能な眼球内医療ツール

←柔らかいので、安心↑

＜マイクロ体内ロボットへ＞

鉗子搭載ロボ(参考）柔軟腕搭載ロボ

薬液投与ポンプ

標的を正確に把握 Ⅱ

薬液投与デモ

皮下の血管を光学的に探索する
装置。血管位置情報に基づき穿
刺、微量血液を採取。

実装
プロトタイプ

柔らかなマイクロハンド


